





























































94名 14.3%，東海地区 113名 17.2%，近畿地区 267名 40.6%，福岡以外の九州地
-88 
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この段階での主要な知見は， 1) 1950-69年の 19年間で，稼動炭鉱は 781から 96炭鉱








































































































































































































数の事故が発生している。とくに， 1909 (明治42)年のガス爆発により 259名，さらに， 1917 
(大正6)年には，同じくガス爆発で369名の殉難者を出したことを記しておく。
(4) 大之浦炭砿合理化実施状況については，前掲，科研報告書 1989， 24 pを参照。 6次にわたる合理
化での人員整理は，常用労働者のみの累計6500名あまりである。


























(10) 労働力流動化政策については 拙稿「石炭産業と労働者J(坂田 義教編『社会変動と人間』法律
文化社 1992年 73 p)。松田和男「労働力流動化政策と教育・訓練・生活手段J(上) (中)(下)
(W経済科学通信』第 19，22，26号， 1977~79 年)。
(1) r去るも地獄」の語は，三池闘争中 三池労組の事務所の玄関に横幕いっぱいに墨くろぐろと書か
れたことによる(太田 蒸『わが三池闘争記』労働教育センター 1978年 22p)。鎌田 慧『去
るも地獄残るも地獄一三池炭鉱労働者の二十年』筑摩書房 1982年 237p参照。
(的 正岡寛司・藤見純子・嶋崎尚子.i畢口恵一『炭砿労働者の閉山離職とキャリアの再形成 |日常磐炭






史j1971年 64p)。徳本正彦・依田精一『石炭不況と地域社会の変容』法律文化社 1963年 128 
p。
(たかはし しんいち/応用社会学科)
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